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＜連絡事項＞

· 10/5（金）11（木）にOT学生が見学予定。

· 業務担当者について～・Dr確認用などの書式担当⇒上野、川井、下舘、山田

・青陽館ガイド作成担当　 ⇒中居、上平、小笠原

・プログラム担当　　　　 ⇒木村、中野渡

＜外来情報＞

· 平　康子　様～「調子は悪くない」とのこと。間食について「お腹が空いたという感覚がない。」

と話される。体重65.5kg（自己申告）というが、「外来で計ると、多く出るから。」と話され、体重測定を拒否している。

· 中居　松男様～青陽館に慣れてきたとのこと。入浴は青山荘を利用していると話される。

· 奥山以依子様～服薬を忘れることはないという。睡眠も取れていると話される。

· 鈴木恵美子様～首の痛みを引き続き訴えており、湿布処方となる。

· 長瀬紘一郎様～平和病院受診結果を報告される。「喉をカメラで広げてもらったから、少しよく

　　　　　なった。食事はミキサーでいいと言われた。」と話される。

· 鹿原　博夫様～特に変わりないという。生活費は月３万円くらいとのことで、食費が１日千円ほど

だと話される。

· 山田　健次様～年金診断書作成済み。家賃が月１万６千円で、生活がぎりぎりだと話される。

· 柳町　信之様～出血はないが、便が硬いとのこと。また、入院時に心疾患との診断を受けたことが

あり、最近も胸がドキドキするなど調子が良くないと話される。

· 前野　義勝様～表情は良くない。「鼻のムズムズ感あるが、風邪ではなくアレルギーだと思う。」

と話される。薬について「なんでもいいです。」と話しておりアレグラ処方となる。

· 中居美津子様～９日に姉様が小遣いを渡すため、アパートへ来たとのこと。「姉は航空祭へ行った

けど、自分は洗濯や入浴があるから行かなかった。」と話される。

※9/20（木）より青風荘入所者の脳波検査開始予定（１日１人ずつ施行予定）

＜利用者様情報＞

· 森　彩子　様～定時来所されず、電話連絡をする。「デイケアで履く靴を選んでいた。これから鹿

内内科へ行かないと。」と話されるため、11時問診予約が入っていることを説明し、外来にて待ち合わせている。待合室では自身のエピソードを話している。また、「みんなは自分のことを、できると思ってみているだろうけど、自分はできない。」と自身を評価する発言聞かれる。

· 種市　久子様～本日外来にて、訪問看護の利用について検討する予定であったが、来院せず。連絡

すると、娘の発熱のため家を空けられないと話しており、来週の外来受診時に検討する場を設ける予定。また、デイケア通所に関して昼過ぎに連絡あり、「明日行こうと思う。娘が不登校だけど、私が家にいるとぐちゃぐちゃにしそうだから、出ないと。」と話される。

· 小野寺文明様～「母がいなくなったから探さないといけないので休みます。」と連絡あり。11時過

ぎ、再度連絡あり「見つかりました。」と報告される。

· 佐藤　朗子様～定時来所されず、電話連絡する。母様が電話に出ており「アキレス腱が痛いと言っ

ている。腫れているようなので病院に連れて行くので欠席させます。」とのこと。欠席する際には10時までに電話連絡を入れてほしいことを、母様へ説明している。

· 種本　サハ様～電話にて「疲れたから休みます。」と一方的に話し、電話を切っている。

· 井畑　光湖様～妊娠したのでは？との不安聞かれる。本人の心当たりは２週間前と話しており、性

行為は２週に１度の頻度で、ホテルを利用しているという。料金は交互に支払っているとのこと。交際相手とは性行為の際、避妊をしないこともあると話されるため、避妊の必要性について再度説明している。本人の訴え（腹痛、胸のはり、熱感、腰痛）は生理前の症状であることも考えられるため、16日の生理予定日を過ぎ、20日頃でも生理がない場合には、再度相談するよう促している。

＜事例検討＞

伊藤　雄一様（61）　病名：統合失調症　　

～現状～

· 仕事について、特に強い希望は聞かれない。

· 睡眠があまり取れていない様子で、3時頃に覚醒後ラーメンを食べ、そのまま起きているとのこと。

⇒普段の就床時間は19時頃。就床時間を遅らせても、覚醒する時間は同じため、早くに寝たほうがいいと本人は話している。

· 運動プログラムは以前「眠れなくなるからやらない。」と話したが、主治医より休んでもよいとアドバイスを受けてから「気が楽になった」と話される。体力に合わせ参加するプログラムと見学するプログラムを自分で調節し決めている。

· 氷を食べる回数が多く、お腹が冷えるなど説明を説明するが、聞き流している様子。

· プログラム時には自ら発言されることがあり、振り返りを行う際にも「ここまでは覚えているけど、この先は思い出せない。」と話すこと出来ている。

～青山荘より～

· 睡眠時間は短く、覚醒後は1階と2階を往復するなどしている。

· 以前の睡眠状況と比較し、「眠りの質が違う。」と話すが、具体的な違いはわからない様子。

· あすなろ交流会の当事者発表が当たっていることで、緊張していることも考えられる。

· 読書を止め、他者との交流を図るようにすると話している。

⇒他者を誘い、カラオケや喫茶店へ出かけることもある。

· 「新聞をとりたい。」「夕飯を自炊にしたい。」など、唐突に物事を決めて行動することがあり、長続きしていない。

· 直接的な発言はないが、自己評価の高さが伺える言動がみられる。

～今後の関わり～

· 突発的な言動みられた際には、適切な行動ができるよう介入していく。

⇒通所利用時に突然、青山荘へ帰荘しようとした際には声掛けを行う。

· 氷を食べ過ぎているときには、その都度声掛け行い、注意を促す。

· 新棟移動後はプログラムへの参加姿勢が良好になっているため、このまま様子観察していく。

本田　英之様　（29）　病名：統合失調症

～現状～

· 定時来所が目標であったが、現在は遅れて来所されることが多い。

· プログラム参加時、携帯電話いじりや他者への話しかけ多く見られており、参加姿勢も開始直後より「もう終わりましょう。」「まだですか？」などと話し、やる気のない様子みられる。

· 運動プログラムや勉強会形式のプログラムは閉眼されること少ないが、その他のプログラム時には机に伏すなどして過ごすことがある。

～青山荘より～

· 青山荘での生活に慣れた様子で、本人・家族ともに落ち着いている様子。

· デイケアのプログラム時の雑談について「ゲームの話をしているけど、真面目に聞いているから、自分もちゃんと聞かなくちゃと思ってます。」と話している。

· デイナイトケア、ナイトケア利用者が怖いと話すことがある。

⇒卓球終了後に帰荘する際、ナイトケア利用者に見られているようで怖いと話している。

～今後の関わり～

· 遅刻した際にはその都度声掛け行い、理由を確認する。

· プログラム時に携帯いじりや雑談みられた際には、その都度注意を促す。携帯いじりが数回みられた際には、持込制限を検討する。










